
1． 研究課題名

2． 対象患者

3． 対象となる期間 2015年　　1月　　1日 ～ 2019年　12月　31日

4． 実施診療科等

5． 研究責任者 氏名 嶋村　則人 所属 脳神経外科学講座

6． 共同研究機関
（共同研究機関研究責任
者）

7． 研究の意義

8． 研究の目的

9． 研究の方法
（使用・提供する資料等お
よび外部に提供する場合
の方法等）

10． 個人情報の保護

11． 利益相反に関する状況

12． 連絡先

電話  0172－39－5115　　　　 FAX 　0172－39－5116

収集したデータは、匿名化した上で、統計的処理を行います。国が定めた
倫理指針（「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」）に則って、個
人情報を厳重に保護し、研究結果の発表に際しても、個人が特定されな
い形で行います。

脳神経外科学講座

診療録を利用し、脳神経血管内治療（カテーテル治療：脳動脈瘤塞栓術
や頸動脈ステント留置術、脳血栓回収術など）を行った患者様の年齢、性
別、治療方法、合併症、治療結果を調査します。この研究で使用する情報
は、誰のデータか分からなくした（匿名化といいます）データです。なお、こ
の研究に必要な臨床情報は、すべて診療録より取り出しますので、改め
て患者さんに行っていただくことはありません。また、収集された情報は神
戸市立医療センター中央市民病院内にある安全性が担保されたデータ
ベースに登録されます。

　本研究の対象者に該当する可能性のある方で，情報を研究目的に利用されることを希望されない患者
さんもしくは患者さんの代理人の方は，下記の連絡先までお申し出ください。

弘前大学医学部附属病院で診療を受けられる皆様へ

日本国内の脳神経血管内治療に関する登録研究４

当院で脳血管内治療(カテーテル治療)を受けられた患者様

　本院では，下記の研究を実施しておりますのでお知らせいたします。

脳神経外科

これまで3つの国内共同研究（2005～2006年、2007～2009年、2010～
2014年）を行い、脳神経血管内治療の現状を把握し、治療指針を作成し
てきました。治療機器の発展が目覚ましく、本邦の現状を明らかにし、未
来へつなげる必要があります。

以前の治療結果と比較検討し、標準的治療と術者教育の指針を確立しま
す。また、国内全体での多施設共同臨床研究とデータ管理システムの基
盤を確立します。

本研究に伴い、利益相反が生じる事はございません

神戸市立医療センター中央市民病院　脳神経外科　部長　坂井信幸


